
別紙１

１．工事概要

現場代理人

主任（監理）技術者

工事内容

中間検査
指定工程

名　　　前
法定資格

経　　　歴
証明書発行番号

日

発 注 者
福山市上下水道事業管理者（工務部　○○○○課）

担当者　　　　　　　　　技師 （TEL　　　　－　　　　　）

受 注 者
（所在地）

-）

工　　期
着手 年 月 日

完成 年 月

請負金額 \ - （内消費税額\

工事名称

工事場所 福山市 町　地内
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３．現場組織表

(1)現場組織表

現場代理人 渉外責任者

主任（監理）技術者 作業総括責任者

品質証明員 安全管理者 地山掘削作業主任者

工程管理者 土留支保工作業主任者

品質管理者 玉掛作業者

出来形管理者 車輌系建設機械運転者

写真管理者 産業廃棄物処分責任者

地下埋設物責任者

架空線責任者

(2)施工体系図 下請負人 ：
許可番号 ：
工事内容 ：
工期 ：
主任技術者 ：

元請業者 ： 法定資格 ：
許可番号 ：
主任技術者 ：
法定資格 ： 下請負人 ：

許可番号 ：
工事内容 ：
工期 ：
主任技術者 ：
法定資格 ：

下請負人 ：
許可番号 ：
工事内容 ：
工期 ：
主任技術者 ：
法定資格 ：

下請負人 ：
許可番号 ：
工事内容 ：
工期 ：
主任技術者 ：
法定資格 ：

(3)工事外注計画

会社名 工事内容 区分 請負金額

○○建設(株) 管路土工 1次  千円

千円

千円

千円

合計 千円
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４．指定機械

機械名 型式・性能 台数 点検 運行責任者 法定資格 主な作業
排ガス
対策

騒音
対策

バックホウ 0.25m3 1 自主点検表 水道 太郎 車両系建設機械 管路土工 1次 ○

５．主要機械

機械名 型式・性能 台数 点検 運行責任者 法定資格 主な作業 備考



（記入例）

６．主要資材 別紙4

種　別 品　　目 規　　格 単位 数　　量 購入先 ﾒｰｶｰ名 摘　要
計　画 実　施

水道配水用 JWWA K144-2004

管　材 ポリエチレン管 φ75mm L=5.00m 本 27

JWWA K144-2004

φ75mm L=4.70m 本 1

JWWA K145-2004

継手・異形管類 ＥＦソケット φ75mm 個 30

PTC K-13

ＥＦベンド両受 φ75mm ×90゜ 個 6

PTC K-13

ＥＦベンド両受 φ75mm ×45゜ 個 8

PTC K-13

ＥＦチーズ両受 φ75mm×φ75㎜ 個 2

PTC K-13

ＥＦチーズ両受 φ75mm×φ50㎜ 個 1

PTC K-13

ＰＶジョイント φ75mm 個 4

PTC K-13

ＰＥＰジョイント φ75mm 個 3

PE挿し口付ｿﾌﾄｼｰﾙ PTC Ｂ-22

仕切弁 φ75mm 個 3

ナイロンチューブ ｍ 150

ロケーティング

ワイヤー 100ｍ/巻 巻 150

ソフトシール 黒蓋

鉄　ふた 仕切弁用鉄蓋 RB25（B）200 枚 3

レジンコンクリート製

ボックス 上部壁 RB25（A）150 個 3

中部壁 RB25（B）100 個 3

下部壁 RB25（C）300 個 3

底版 RB25（P）40S 個 3

調整リング RB25（K）50 個 3

土　　工 基礎材 m3 44.6 ※品質証明資料を添付

埋戻材 m3 ※品質証明資料を添付

埋戻材 真砂土 m3 ※品質証明資料を添付

路盤材 切込砕石 RC-30 m3 1.8 ※品質証明資料を添付

粒調スラグ MS-25 m3 3.5 ※品質証明資料を添付

再生密粒 ※広島県登録ﾘｻｲｸﾙ製品登録証及び

舗装材 合材 13mm t 4.0 　事前審査認定証の写し添付

レディーミクスト

その他 コンクリート m3 ※品質証明資料を添付

㈱○○

〃

〃

〃

〃

〃

〃

△△㈱

〃

㈱○○

〃

□□㈱

××㈱

〃

〃

〃

〃

〃

砕石ダスト

改良土
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６．主要資材

種　別 品　　目 規　　格 単位 購入先 ﾒｰｶｰ名 摘　要
計画 実施

数　　量
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１０．段階確認に関する事項

段階確認

段階確認項目 種　類 頻度 確認時期 施工予定時期

○○工 ○回 施工前

立会計画

立会項目 種　類 頻度 確認時期 立会予定時期

○○工 ○回 施工完了後
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１１．緊急時の体制及び対応

(1)緊急連絡系統図

担当監督員　　○○　○○
昼）

夜） 福山市上下水道局
(代表)　928－1517

関連業者名

(2)休日・夜間連絡先

(3)災害対策組織図

(4)防災対策
作業禁止条件：警報発令時，地震深度○以上，雨量○○mm/h以上

警報発令時

状況 取　　組　　内　　容

平常時

注意報発令時

対策係

庶務係

災害対策責任者 副災害対策責任者 情報連絡係

職　　種 氏　　名 会　社　名 緊急連絡先

TEL　   －     
NTTフィールドテクノ

TEL　945－5119

会　　社　　名 工　　種 担　当　者 電話番号

TEL　0120－511－542 ○○○○病院

TEL　931－3111 TEL　   －     

協同ガス ○○消防署
TEL　953－3232 TEL　   －     

中国電力　　○○営業所 福山労働基準監督署
TEL　   －             TEL　923－0005     

夜間休日緊急用

○○警察署

○○担当 TEL　   －     本社
○○○－○○○○ 主任技術者　　○○　○○ TEL　   －     

TEL　   －     
夜間連絡先

TEL　   －     

福山ガス

○○水道株式会社

福山市上下水道局 現場
工務部　○○○○課 ○○水道株式会社

現場代理人　　○○　○○

事故発生
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出来形管理表
管理 測定項目 工区 （その ）

図番 工種 項目 記号 規格値

管種

管径

設計値

現況地盤 基準高 GL 施工後

偏差

設計値

舗装取壊し 取壊幅 w 実測値

偏差

設計値

舗装厚 d 実測値

偏差

設計値

土工 掘削深 H1 実測値

(床付高) 偏差

設計値

床掘幅 W1 -50 実測値

(基礎幅) 偏差

設計値

基礎天 H2 実測値

偏差

設計値

基礎厚 H1-H2 －３０ 実測値

偏差

設計値

埋設深 DP 0～＋50 実測値

偏差

設計値

管の位置 W ±３０ 実測値

偏差

設計値

埋戻天① H4 実測値

(1層目) 偏差

設計値

埋戻天② H5 実測値

(2層目) 偏差

設計値

埋戻天③ H6 実測値

(3層目) 偏差

設計値

路床天 h1 実測値

(明示帯ｼｰﾄ) 偏差

設計値

下層路盤 路盤幅 W2 -50 実測値

偏差

設計値

路盤天 h2 実測値

偏差

設計値

路盤厚 h1-h2 -45 実測値

偏差

設計値

上層路盤 路盤幅 W3 -50 実測値

偏差

設計値

路盤天 h3 実測値

偏差

設計値

路盤厚 h2-h3 -30 実測値

偏差

設計値

表層 舗装幅 W5 -25 実測値
（仮復旧） 偏差

設計値

舗装天 FH 実測値

偏差

設計値

舗装厚 h5 -9 実測値

偏差

標準図別紙添付
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出来形管理表
測定項目 工区 （その ）

工種 項目 記号 規格値

弁栓類種別

管種

管径

設計値

基準高 GL ±30 施工後

偏差

設計値

舗装取壊し 取壊幅 w 実測値

偏差

設計値

舗装厚 d 実測値

偏差

設計値

土工 掘削深 H1 実測値

(床付高) 偏差

設計値

床堀幅 W1 実測値

(管路方向) 偏差

床堀幅 設計値

(基礎幅) W2 -50 実測値

(管直角方向) 偏差

設計値

基礎天 H2 実測値

偏差

設計値

基礎厚 H1-H2 -30 実測値

偏差

設計値

底版天 H3 実測値

偏差

設計値

底版寸法 実測値

偏差

設計値

埋設深 DP ０～＋５０ 実測値

偏差

設計値

壁天高 h1 実測値

偏差

設計値

壁高 ｈ2 実測値

偏差

設計値

中心の位置 実測値

(管路方向) 偏差

設計値

中心の位置 実測値

(管直角方向) 偏差

設計値

弁棒の深さ 実測値

（吐出口深さ） -(150～250) 偏差

ﾛｹｰﾃｨﾝｸﾞ 設計値

ﾜｲﾔｰの GL- -150 実測値

深さ 偏差

設計値

実測値

偏差

設計値

実測値

偏差

設計値

実測値

偏差

バルブボックス

標準図別紙添付
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舗装出来形管理表　　　(　　　工区)

測定項目 測　定　箇　所 摘　　　要

ST. ST. ST. ST.

工種 項目 記号 規格値 左 中 右 左 中 右 左 中 右 左 中 右

設計値

路床 基準高 FH1 実測値

偏差

設計値

下層路盤 路盤幅 W1 -50 実測値

偏差

設計値

路盤天 FH2 実測値

偏差

設計値

路盤厚 t1 -45 実測値

偏差

設計値

上層路盤 路盤幅 W2 -50 実測値

偏差

設計値

路盤天 FH3 実測値

偏差

設計値

路盤厚 t2 -30 実測値

偏差

設計値

歴青安定 舗装幅 W3 -50 実測値

処理路盤 偏差

設計値

舗装天 FH4 実測値

偏差

設計値

舗装厚 t3 -20 実測値

偏差

設計値

基層 舗装幅 W4 -25 実測値

偏差

設計値

舗装天 FH5 実測値

偏差

設計値

舗装厚 t4 -12 実測値

偏差

設計値

表層工 舗装幅 W5 -25 実測値

偏差

設計値

舗装天 FH6 実測値

偏差

設計値

舗装厚 t5 -9 実測値

偏差
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）

施工方向

直管及び切管寸法は必ず記入のこと(㎝)

備考：

呼び径 50 75 100 150

冷却時間(分) 5 10

清掃時にエタノールを使用する場合は純度95％以上のものを使用し，融着の際には十分乾燥してから実施する。

清掃は素手で，専用のペーパータオルを使用する。エタノール・アセトンが長時間皮膚に触れないように注意する。

エタノール・アセトンは消防法の危険物に該当。保管にあたっては，法令及び地方自治体の条例を遵守。

： ：通 電 開 始 時 刻 ： ： ： ： ：

写 真 の 有 無 有　　無 有　　無 有　　無 有　　無 有　　無

継　　手       No.
及　　び　　形　状

正 常 作 動 確 認

呼 び 径 (mm)

有　　無 有　　無 有　　無

略 図

継手施工者（

工 事 名

工　   区

請負業者名

φ50 ・φ75 ・φ100 ・φ150

測  点 №　

埋 戻 し 開 始 時 刻

接 合 総 合 判 定

天 候

曲 げ 施 工 の 有 無

湧 水 の 有 無

管 の 点 検 ・ 清 掃

ス ク レ ー プ

エタノール(アセトン)清掃

標 線 の 確 認

陸 継 ぎ の 有 無

：

良　　否

通 電 終 了 時 刻

イ ン ジ ケ ー タ の 確 認

：

良　　否

ク ラ ン プ 取 り 外 し 時 刻 ： ： ：

：

合　　否

有　　無

有　　無

良　　否

良　　否

良　　否

良　　否

：

良　　否

（施工年月日：  　　　年　　  月　  日)

良　　否

有　　無

有　　無

有　　無 有　　無有　　無 有　　無

良　　否

良　　否

有　　無

良　　否 良　　否 良　　否

有　　無

良　　否

良　　否

良　　否

： ：

有　　無

良　　否

： ：

有　　無

良　　否

良　　否

良　　否

合　　否

：

現場代理人

合　　否合　　否

： ： ： ： ：

配管従事者

：

合　　否

良　　否 良　　否 良　　否 良　　否

合　　否 合　　否

良　　否良　　否

有　　無

Ｅ Ｆ ソ ケ ッ ト 接 合 チ ェ ッ ク シ ー ト

主任技術者

配管図№

良　　否良　　否

発 電 機 の 仕 様

有　　無

有　　無

有　　無

コントロ ーラーの 仕様

正 常 作 動 確 認

： ： ：

良　　否良　　否

良　　否 良　　否

良　　否

良　　否

良　　否

有　　無有　　無

有　　無 有　　無



様式５号

）

施工方向

直管及び切管寸法は必ず記入のこと(㎝)

清掃時にエタノールを使用する場合は純度95％以上のものを使用し，融着の際には十分乾燥してから実施する。

清掃は素手で，専用のペーパータオルを使用する。エタノール・アセトンが長時間皮膚に触れないように注意する。

エタノール・アセトンは消防法の危険物に該当。保管にあたっては，法令及び地方自治体の条例を遵守。

冷却時間(分)

クボタケミックス 積水化学

アダプタ4.0 アダプタ4.7

10 5冷却時間(分) 10 5

合　　否 合　　否

EFサドル クボタケミックス 積水化学

接続端子タイプ アダプタ4.0 アダプタ4.7

接 合 総 合 判 定 合　　否 合　　否 合　　否 合　　否

分水栓付EFサドル

接続端子タイプ

合　　否

： ：

埋 戻 し 開 始 時 刻 ： ： ： ： ： ： ：

ク ラ ン プ 取 り 外 し 時 刻 ： ： ： ： ：

： ：

イ ン ジ ケ ー タ の 確 認 良　　否 良　　否 良　　否 良　　否 良　　否 良　　否 良　　否

通 電 終 了 時 刻 ： ： ： ： ：

良　　否 良　　否

通 電 開 始 時 刻 ： ： ： ： ： ： ：

標 線 の 確 認 良　　否 良　　否 良　　否 良　　否 良　　否

良　　否 良　　否

エタノール(アセトン)清掃 良　　否 良　　否 良　　否 良　　否 良　　否 良　　否 良　　否

ス ク レ ー プ 良　　否 良　　否 良　　否 良　　否 良　　否

有　　無 有　　無

管 の 点 検 ・ 清 掃 良　　否 良　　否 良　　否 良　　否 良　　否 良　　否 良　　否

湧 水 の 有 無 有　　無 有　　無 有　　無 有　　無 有　　無

有　　無

陸 継 ぎ の 有 無 有　　無 有　　無 有　　無 有　　無 有　　無 有　　無 有　　無

写 真 の 有 無 有　　無 有　　無 有　　無 有　　無 有　　無 有　　無

略 図

天 候

発 電 機 の 仕 様 コントロ ーラーの 仕様

正 常 作 動 確 認 正 常 作 動 確 認

継　　手       No.
及　　び　　形　状

配管図№

測  点 №　

呼 び 径 (mm) φ50 ・φ75 ・φ100 ・φ150
継手施工者（

Ｅ Ｆ サ ド ル 接 合 チ ェ ッ ク シ ー ト
工 事 名

工　   区

請負業者名
（施工年月日：  　　　年　　  月　  日)

配管従事者 主任技術者 現場代理人



様式４号

）

施工方向

直管及び切管寸法は必ず記入のこと(㎝)

備考：

呼び径 50 75 100 150

冷却時間(分) 5 10

清掃時にエタノールを使用する場合は純度95％以上のものを使用し，融着の際には十分乾燥してから実施する。

清掃は素手で，専用のペーパータオルを使用する。エタノール・アセトンが長時間皮膚に触れないように注意する。

エタノール・アセトンは消防法の危険物に該当。保管にあたっては，法令及び地方自治体の条例を遵守。

有　　無有　　無 有　　無 有　　無 有　　無 有　　無 有　　無

配管図№

測  点 №　

呼 び 径 (mm)
継手施工者（

接 合 総 合 判 定 合　　否 合　　否 合　　否 合　　否 合　　否 合　　否 合　　否

埋 戻 し 開 始 時 刻 11 ： 32 11 ： 32 11 ： 32 ： ： ： ：

良　　否 良　　否

ク ラ ン プ 取 り 外 し 時 刻 10 ： 36 10 ： 18 10 ： 15 ： ： ： ：

イ ン ジ ケ ー タ の 確 認 良　　否 良　　否 良　　否 良　　否 良　　否

良　　否 良　　否

通 電 終 了 時 刻 10 ： 25 10 ： 05 10 ： 02 ： ： ： ：

標 線 の 確 認 良　　否 良　　否 良　　否 良　　否 良　　否

良　　否 良　　否

エタノール(アセトン)清掃 良　　否 良　　否 良　　否 良　　否 良　　否 良　　否 良　　否

ス ク レ ー プ 良　　否 良　　否 良　　否 良　　否 良　　否

有　　無 有　　無

管 の 点 検 ・ 清 掃 良　　否 良　　否 良　　否 良　　否 良　　否 良　　否 良　　否

湧 水 の 有 無 有　　無 有　　無 有　　無 有　　無 有　　無

有　　無

曲 げ 施 工 の 有 無 有　　無 有　　無 有　　無 有　　無 有　　無 有　　無 有　　無

陸 継 ぎ の 有 無

写 真 の 有 無 有　　無 有　　無 有　　無 有　　無 有　　無 有　　無

略 図

天 候 晴れ 晴れ 晴れ

EFソケット
φ100

EFソケット
φ100

EFソケット
φ100

正 常 作 動 確 認 正 常 作 動 確 認

継　　手       No.
及　　び　　形　状

1 2 3

良　　否 良　　否

Ｅ Ｆ ソ ケ ッ ト 接 合 チ ェ ッ ク シ ー ト（記入例）

配管従事者 主任技術者 現場代理人
○○水道㈱

（施工年月日： 2011年　　6 月　 20日)

工　   区

請負業者名

工 事 名
配水管布設及び布設替工事

発 電 機 の 仕 様 コントロ ーラーの 仕様

φ50 ・φ75 ・φ100 ・φ150

単相１００V NISIO JWEF200N

水道 太郎

㊞ ㊞ ㊞

： ：通 電 開 始 時 刻 10 ： 13 9 ： 51 9 ： 50 ： ：



様式６号

（№ ）

）

判定基準： 受口端面～ゴム輪間隔（ｂ）＜受口端面～ゴム輪の最大寸法（ｃ)　

※1　ライナが受口奥部に当たっている事を、4.5mmの隙間ゲージにて確認する。

※2　接合直後に、マーキング（白線）位置が全周にわたり受口端面の位置にあるか確認する。

※3　屈曲防止リングと挿し口外面に薄板ゲージが入らないこと。

   判                         定

   備                         考

屈曲防止リングの確認※3

マーキング(白線)位置の確認※2

ライナ位置の確認（ｄ部）※1

⑦

⑤

受端口面～白線
間隔 （ａ）

①

⑧

受口端面～ゴム輪
間隔（ｂ）

③

⑦

⑥

⑤

④

③

②

①

全周ﾁｪｯｸ

－
受口端面～ゴム輪の最大寸法（ｃ）

受口溝(ロックリング)の確認

－
滑                         剤 －

清                         掃

継          手          No. －

略     図/ライナ

管の種類

Ｎ Ｓ 形 継 手 チ ェ ッ ク シ ー ト【直管・ライナ・異形管（φ75～φ250）共通】
工 事 名

工　   区 配管従事者 主任技術者 現場代理人

管 　　内　 　 確　 　 認 －

配管図№

測  点 №　

呼び径・管種
継手施工者（

施工月日

1

2

3

4

5

6

7

8

8

1 2 3 4

5

6

7

8

矢視

矢視



様式７号

（№ ）

）

：

判定基準：

※3　挿し口を異形管受口に挿入し、ストッパを取り外した後、挿し口を上下左右前後に振って抜けないことを確認する。

※4　挿入量目安線（赤線）と受口端面間距離が全周にわたり10mm以下であるか確認する。

※5　挿し口外周へ受口端面位置の白線を表示したか確認する。

※6　バックアップリングの向き：テーパ部が挿し口端面側にあること、切断部は受口内面切欠き部をさけた位置にあること。

※2　接合直後に，ﾏｰｷﾝｸﾞ（白線）位置が全周にわたり受口端面の位置にあるか確認する。 ※8　ｺﾞﾑ輪の出入状況：同一円周上にA，C又はA，B，Cが同時に存在しないこと。

   備                         考 施工 －
受口端面～ゴム輪間隔（ｂ）＜受口端面～ゴム輪の最大寸法（ｃ）

※1　ライナが受口奥部に当っていることを、4.5mmの隙間ゲージにて確認する。 ※7　押輪～受口端面間隔　：最大値－最小値≦５㎜（同一円周上）

   判                         定 －
マーキング（白線）の明示（異形管挿し口）

※5

－
挿入量目安線（赤線）と受口端面間距離の確認（異形管挿し口）※4

挿し口の抜け出しチェック（異形管受口）
※3

マーキング(白線)位置の確認※2

ライナ位置の確認（ｄ部）※1

③

⑦

ゴム輪の

出入状態※8

①

⑤

③

⑦

受口端面～白線
間隔 （ａ）
（ｍｍ）

①

⑤

③

⑦

押輪～受口端面

間隔※7

①

⑤

－
トルクN・ｍ －

ボルト
数

⑧

受口端面～ゴム輪
間隔（ｂ）
（ｍｍ）

⑦

⑥

⑤

④

①

全周チェック

②

③

受口端面～ゴム輪の最大寸法確認（ｃ）

　　バックアップリングの向き
※6

－
受口溝(ロックリング)の確認 －
滑                         剤

－

清                         掃 －

継          手          No.

　　管 　　 内　 　 確　 　 認 －

略   図/ライナ

管の種類

管　　No

呼び径・管種 継 手 施 工 者 （

施工月日 

Ｎ Ｓ 形 継 手チェックシート【直管・ライナ・異形管（φ300～φ450）共通】
工 事 名

工　   区 配管従事者 主任技術者 現場代理人

配管図№

測  点 №　

直管受口

1

最大寸法 (c)

（直管挿し口を挿入する場合）

直管受口（ライナなし）

矢視

a

白線 B 白線 A

ライナ

異形管受

7

バックアップリングの向き
8 9

矢視

押輪～受口端面間隔

5㎜を越える場合 5㎜以下 0㎜以下

10

A B C

5

4

ゴム輪最頂部

薄板ゲージ

b

ゴム輪

ライナのみ込み量の実測値(X)
d 部

ライナ

挿入量の明示(白線)

のみ込み量の実測値(X)のみ込み量の実測値(X)挿入量の
明示(白線)

のみ込み量の実測値(X)

2

6

ライナ

（異形管挿し口を挿入する場合）

白線（現地で明示した線）

挿入量

目安線

（赤線）

チェック位置（10mm以下のチェック）

受口端面

3

7

1

2

9

4

10

3

5 9

6

6



様式8号 （Ｎｏ．  ） 
 

ＮＳ形継ぎ輪チェックシート(φ75~φ450) 
年  月  日 

工  事  名 

工     区 

 

配  管  図 No. 

測   点  No. 

 

呼び径・管種 
 

                             継手施工者（          ） 
 

配管従事者 主任技術者 現場代理人 

    

 

管No.および形状 
    

   

略         図    

 管   内   確   認   

 

 

 

 

 

 清         掃   

 滑         材   

受口溝(ロックリング)の確認   

① バックアップリングの向き   

② ボルト 
数   

トルク 

Ｎ・ｍ   

③ 押輪～受口 

間  隔 

上   

右   

下   

左   

④ ゴム輪の 

  出入状況 

上   

右   

下   

左   

⑤ 両挿し口端の 

間 隔 

(ｙ1) 

上   

右   

下   

左   
 

⑥ Ｌ′ 

受口端面～ 

白線の間隔 

上   

右   

下   

左   

判       定   

備       考 

   せめ配管 

判定基準 ①バックアップリングの向き：テーパ部が挿し口端面側にあること。 

③押輪～受口間隔 ：最大値－最小値≦５mm（同一円周上） 

④ゴム輪の出入状況 ：同一円周上にＡ、ＣまたはＡ、Ｂ、Ｃが同時に存在しないこと。 

注） ⑤は、一方から配管する場合には記入不要。⑥は、せめ配管の場合には記入不要。 



様式９号 （Ｎｏ．  ） 
 

ＮＳ形継手チェックシート(φ500～φ1000) 
年  月  日 

工  事  名 

工     区 
 

配  管  図 No. 

測   点  No. 
 

呼び径・管種  

継手施工者（          ） 
 

配管従事者 主任技術者 現場代理人 

    

 

管No.および形状        

略         図        

 管   内   確   認        

 清         掃        

 滑  剤  の  塗  布        

①バックアップリングの向き、 

分割部の位置 

(1)        

(2)        

② 

挿入量確認 

上        

右        

下        

左        

③ 

押輪～受口間隔 

上        

右        

下        

左        

④ 

ゴム輪の出入状態 

上        

右        

下        

左        

⑤ボルト 数        

トルク        

⑥ 

白線Ｂ～受口間隔 

上        

右        

下        

左        

判               定        
 

判定基準 : ①バックアップリングの向き、分割部の位置：(1)バックアップリングの羽根部がゴム輪側にあること。(2)バックアップリング分割部と

ロックリング分割部が重ならないこと。 

②挿入量確認：白線Ａの中に受口端面があること。 

③押輪～受口間隔：最大値－最小値≦５ｍｍ（同一円周上） 

④ゴム輪の出入状態：同一円周上にＡ、ＣまたはＡ、Ｂ、Ｃが同時に存在しないこと 

⑤白線Ｂ～受口間隔：最大値－最小値≦Ｘ（Ｘ：上表参照） 



様式１０号 （Ｎｏ．  ） 
 

ＮＳ形継ぎ輪チェックシート(φ500～φ1000) 
年  月  日 

工  事  名 

工     区 
 

配  管  図 No. 

測   点  No. 
 

呼び径・管種  

継手施工者（          ） 
 

配管従事者 主任技術者 現場代理人 

    

 

管No.および形状     

略         図    

 管   内   確   認    

 清         掃   

 

 滑  剤  の  塗  布   

①バックアップリングの向

き、 

分割部の位置 

(1)   

(2)   

②ボルト 数   

トルク   

③ 

押輪～受口間隔 

上   

右   

下   

左   

④ 

ゴム輪の出入状態 

上   

右   

下   

左   

⑤ 

両挿し口端の間隔（y1） 

上   

右   

下   

左   

⑥Ｌ’ 

受口端面～白線の間隔 

上   

右   

下   

左   

判               定   
 

判定基準 : ①バックアップリングの向き、分割部の位置：(1)バックアップリングの羽根部がゴム輪側にあること。(2)バックアップリング分割部と

ロックリング分割部が重ならないこと。 

②押輪～受口間隔：最大値－最小値≦５ｍｍ（同一円周上） 

③ゴム輪の出入状態：同一円周上にＡ、ＣまたはＡ、Ｂ、Ｃが同時に存在しないこと 

注）両挿し口端の間隔（y1）は、一方から配管する場合には記入不要。Ｌ’（受口端面～白線の間隔）は、せめ配管の場合には記入不要。 



様式１１号 （Ｎｏ．  ） 
 

ＮＳ形継手（ライナ使用、異形管）チェックシート（φ500～φ1000） 
年  月  日 

工  事  名 

工     区 
 

配  管  図 No. 

測   点  No. 
 

呼び径・管種  

継手施工者（          ） 
 

配管従事者 主任技術者 現場代理人 

    

 

管No.および形状        

略         図        

 管   内   確   認        

 清         掃        

 滑  剤  の  塗  布        

抜 け 出 し チ ェ ッ ク        

①バックアップリングの向き、 

分割部の位置 

(1)        

(2)        

② 

挿入位置の確認 

上        

右        

下        

左        

③ 

押輪～受口間隔 

上        

右        

下        

左        

④ 

ゴム輪の出入状態 

上        

右        

下        

左        

⑤ボルト 数        

トルク        

判               定        
 

判定基準 : ①バックアップリングの向き、分割部の位置：(1)バックアップリングの羽根部がゴム輪側にあること。(2)バックアップリング分割部と

ロックリング分割部が重ならないこと。 

②挿入位置の確認：現場で明示した白線上に受口端面があること 

③押輪～受口間隔：最大値－最小値≦５ｍｍ（同一円周上） 

④ゴム輪の出入状態：同一円周上にＡ、ＣまたはＡ、Ｂ、Ｃが同時に存在しないこと 



様式１２号

判定 総合的に接合の結果を評価し、すべてが条件を満たしている場合、「OK」、又は「○」を記入する。

800 2°10′ 32 - - 22

④受口端面
－

白線の間隔(Ａ)
胴付間隔（Ｘ)

受口端面と白線までの間隔Aを4箇所測定し、その値が下表の値であることを確認する。また間隔A及び胴付間隔（X）
が許容値を超える場合は、継手を解体し再度施工する。この場合、ゴム輪は新しいものと交換する。

700 2°30′ 32 - - 26

- 35

600 2°50′ 31 - - 29

500 3°20′ 31 -

450 3°00′ 25 - - 31

- 31400 3°00′ 22 -

350 3°00′ 20 - - 31

-

-

- - 31300 3°00′ 17

250

200 4°00′ 15 - 35

4°00′ 19 - 35

12 - 35 -

-

150 4°00′

100 4°00′ 8 28 -

6 28 - -

6m管

75 4°00′

呼び径（mm） 許容曲げ角度（θ）
A寸法の差≦胴付間隔

X　許容値（mm）
管1本当りに許容される偏位δ（cm）

4m管 5m管

・挿し口挿入後入り込み量を測定し仮測定値以下であることを確認する。

・ゴム輪装着後、受口面から、ゴム輪の一番高いところまでの距離を測定する（仮測定）

（判定の目安）

受口端面
～

ゴム輪
の間隔

受口と挿し口の隙間に薄板ゲージを図の①’②③’④⑤’⑥⑦’⑧に挿入し一部分だけ大きく入り込まないことを確認
し、入り込み量を測定し記入する。ゲージの入り込み量が他の部分に比べて異常に大きい場合は解体して再接合す
る。

受口溝 ロックリング芯だし用ゴム、ロックリングが所定の位置に正しく装着されている場合、「○」、「OK]と記入

管NO.及び形
状

管に製造番号が表示されている場合記入する。表示がない場合、管に通し番号又は管理番号を記入する

略　　　図

切管（ライナ無）

清　　掃 受口溝内の清掃、ゴム輪の清掃　すべて清掃した場合「○」、「OK」

滑   材
滑材はダクタイル鉄管継手用滑材を使用し受口ゴム輪当り面、挿口外面の端面から白線までの範囲にムラなく塗布
する。　施工要領書に基づき、塗布完了した場合　「○」、「OK]と記入

継手　NO 配管図に継手の管理番号を記入し管理している場合、その番号を記入する

管内確認 管内に異物が無いか確認した場合「○」、「OK」

NS形 ライナー有 切管（ライナ有）



（№　　 ）

継手施工者（   　　 　　　　　　     ）

挿し口突部の無い挿し口を異形管受口と接合する場合は、G-Linkを使用すること。

受口端面～ゴム輪間隔（ｂ）が表に示す合格範囲内であること。また、曲げ接合してチェックゲージがゴム輪位置まで挿入できない場合は、チェックできなかったことを記載する。

ライナが受口奥部に当たっていることを確認する。

接合直後にマーキング（白線）位置が全周にわたり受口端面の位置にあるか確認する。

挿入量目安線（赤線）と受口端面間距離が全周にわたり10mm以下であるか確認する。

挿し口外周へ受口端面位置の白線を表示したか確認する。

挿し口を異形管受口に挿入し，ストッパを取り外した後，挿し口を上下左右前後に振って抜けないことを確認する。

受口端面と押輪またはG-Linkの施工管理用突部との間に0.5㎜以上の隙間がないこと。

－管 　内 　確 　認

現場代理人主任技術者配管従事者

様式１３号

管 種 ・ 呼 び 径

ＧＸ形継手チェックシート【直管･異形管･Ｇ-Ｌｉｎｋ共通】

施　工　月　日

工 事 名

工 区

配 管 図 №

略図　/　ライナ

管の種類

測 点 №

共
通

挿し口突部の有無　※１

－

－

継　　手　　No.

受口面～ゴム輪間隔
（ｂ）※２

挿し口挿入量の明示(直管挿し口)

－

滑　　　　　　剤 －

清　　　　　　掃

[5]

受口溝(ロックリング)の確認 －

2

全周チェック

[1][3]

1

3

5

4

6

8

7

受口端面～白線間隔

1

[2]4]
3

　（ａ） 5

7

[5]
マーキング（白線）位置の確認(直管挿し口)※４

ライナ位置の確認（ｄ部）※３

異
形
管
・
Ｇ
リ
ン
ク

挿し口挿入量の明示

ストッパ、ロックリングの確認

ゴム輪、押輪またはG-Linkの確認

[1]・[2]

爪、押しボルトの確認（G-Link） －

[3]

[4]

Ｔ頭ボルト 本　数 [4]

受口端面～施工管理
用突部の隙間 ※8

箇所数

[6]

隙間ゲージ確認

本　数

共
通

判               定

トルク確認

備               考

－

[5]

※１

※２

※３

※４

押ボルト

直
管

挿入量目安線（赤線）と受口端面間距離の確認（異形管挿し口）※5

マーキング（白線）の明示（異形管挿し口）※6
[5]

判定基準：

※５

※６

※８

－

※７

抜け出しチェック(挿し口突部有)※7

3

1

直管

5

6

7

8 G-Linkを使用する場合

9

10

1

2

3

5 6

7

8

9

9

10

締め付けトルク：

異形管・Ｇリンク

b寸法の合格範囲

4

（異形管挿し口、P-Linkを挿入する場4

（赤線）

2
3 呼び径 合格範囲（mm）

75 8～18
100 8～18
150 11～21
200 11～21
250 11～21
300 14～24
400 14～25

（直管挿し口を挿入する場合）



（№　　 ）

継手施工者（   福 山　太 郎　     ）

挿し口突部の無い挿し口を異形管受口と接合する場合は、G-Linkを使用すること。

受口端面～ゴム輪間隔（ｂ）が表に示す合格範囲内であること。また、曲げ接合してチェックゲージがゴム輪位置まで挿入できない場合は、チェックできなかったことを記載する。

ライナが受口奥部に当たっていることを確認する。

接合直後にマーキング（白線）位置が全周にわたり受口端面の位置にあるか確認する。

挿入量目安線（赤線）と受口端面間距離が全周にわたり10mm以下であるか確認する。

挿し口外周へ受口端面位置の白線を表示したか確認する。

挿し口を異形管受口に挿入し，ストッパを取り外した後，挿し口を上下左右前後に振って抜けないことを確認する。

受口端面と押輪またはG-Linkの施工管理用突部との間に0.5㎜以上の隙間がないこと。

－管　内　確　認 ○ ○ ○

様式１３号　記入例

ＧＸ形継手チェックシート【直管･異形管･Ｇ-Ｌｉｎｋ共通】
工 事 名

配水管布設工事（○○○-○）
配管従事者 主任技術者 現場代理人

工 区

配 管 図 №
Ｓｅｃｔ1～Ｓｅｃｔ１＋２０

測 点 №

管 種 ・ 呼 び 径 ＧＸ形φ100

共
通

施　工　月　日 ○月×日 ○月○日 ○月○日 ○月○日

継　　手　　No. 1 2 3

管の種類 直管 乙切2.5 受挿仕切弁 直管(ライナ)

略図　/　ライナ

－

挿し口突部の有無　※１ 有 無 有 －

清　　　　　　掃 ○ ○ ○ －

滑　　　　　　剤 ○ ○ ○ －

直
管

挿し口挿入量の明示(直管挿し口) ○ － － [5]

受口溝(ロックリング)の確認 ○ － ○ －

受口面～ゴム輪間隔
（ｂ）※２

全周チェック ○ － ○

2 16 － 15

[1][3]

1 15 － 14

3 15 － 15

－ 16

5 15 － 15

4 14

6 16 － 15

7 15 － 14

16 － 15

受口端面～白線間隔

1 75 － －

7

8

[2]4]
3 74 － －

　（ａ） 5 74 － －

○

75 － －

マーキング（白線）位置の確認(直管挿し口)※４ ○ － －

ライナ位置の確認（ｄ部）※３ ○ －

－ － ○

[5]

[5]
マーキング（白線）の明示（異形管挿し口）※6 － － ○

挿入量目安線（赤線）と受口端面間距離の確認（異形管挿し口）※5

異
形
管
・
Ｇ
リ
ン
ク

挿し口挿入量の明示 － ○ －

抜け出しチェック(挿し口突部有)※7 － ○ －

ストッパ、ロックリングの確認 － ○ －

ゴム輪、押輪またはG-Linkの確認 － ○ －

[1]・[2]

爪、押しボルトの確認（G-Link） － ○ － －

[3]

[4]

－

Ｔ頭ボルト 本　数 － 4 －

受口端面～施工管理
用突部の隙間 ※8

箇所数 － 4 －

－ ○

[4]

[5]

－ 4 －

－隙間ゲージ確認

[6]
トルク確認 － ○ －

共
通

判               定 ○ ○ ○

押ボルト
本　数

※４

－

備               考

※５

※６

※７

※８

判定基準： ※１

※２

※３

3

1

直管

5

6

7

8

1

2

3

5 6

7

8

9

9

10

異形管・Ｇリンク

b寸法の合格範囲

4

 呼び径 合格範囲（mm）
75 8～18
100 8～18
150 11～21
200 11～21
250 11～21
300 14～24
400 14～25

施工月日を記入する。

管の種類（直管・切管・曲管・バルブ等）を記入する。

略図を記入する。

挿し口突部の有無を記載する。

継手Ｎｏ.を記入する。

挿口・受口に付着している異物をきれいに取り除くこ
とを実施したら○を記入する。

滑剤の塗布を正確に実施したら○を記入する。

ライナ(直管挿し口)・切管を使用する際、マーキング（白線）が現地で
明示されていれば○を記入する。(実測値Ｘ)

ロックリング、ロックリングホルダが正常な位置にセットされて
いれば○を記入する。

接合した継手の全周チェックの結果が良好なら○を記入する。
※全周チェックは接合時に必ず実施するもの。

b寸法の合格範囲内の値となる。

挿入後に実測した寸法を記入する。

ライナが受口奥部に当たっていることを確認する。

接合直後にマーキング（白線）位置が全周にわたり受口端面の位置
にあるか確認する。(直管挿し口)

確認・実測結果等が良好であれば○を記入する。

切管を使用する際、マーキング（白線）が現地で明示されていれば○
を記入する。

G-Linkの爪、押しﾎﾞﾙﾄが正常な位置にセットされていれば○を記入
する。

挿し口突部の無い挿し口を異形管受口と接合する場合は、G-Linkを使用す
る。

ストッパ、ロックリングが正常な位置にセットされていること。またストッパを
引き抜き後、継手が抜け出さないことが確認できれば○を記入する。

T頭ﾎﾞﾙﾄナットの本数を記入する。

施工管理用突部の箇所数を記入する。

押輪・G-Linkの施工管理用突部と受口端面に隙間がないことが確認が出
来たら○を記入する。

押しﾎﾞﾙﾄの本数を記入する。

トルクの確認が出来たら○を記入する。

挿し口外周に受口端面位置の白線を明示したら○を記入する。(異形
管挿し口)

挿入量目安線（赤線）と受口端面間距離が全周にわたり10mm以下で
あれば○を記入する。

水
道

福

山

福

山

接合要領書に従って、挿し口が抜け出さないことを確認したら「OK」を記入

する。

管内に異物が無いことを確認したら○をする。



（№　　 ）

継手施工者（   　　 　　　　　　     ）

判定基準： 挿し口突部の無い挿し口を異形管受口と接合する場合は、G-Linkを使用すること。

受口端面～ゴム輪間隔（ｂ）が表に示す合格範囲内であること。

接合直後にマーキング（白線）位置が全周にわたり受口端面の位置にあるか確認する。
受口端面と押輪またはG-Linkの施工管理用突部との間に0.5㎜以上の隙間がないこと。

一方から順次配管していく場合にはＬ’寸法、せめ配管の場合はｙ1寸法を記入すること。

挿し口突部の有無　※１ －

※３

本数

受口端面～施工管理用突
部の隙間　※４

箇所数

隙間ゲージ確認

Ｔ頭ボルト 本数

右

左

左

両挿し口端の間隔
（ｙ1）※５

上

下

6

受口端面～白線の間隔
（Ｌ’）※５

上

右

ゴム輪、押輪またはG-Linkの確認 －

継
輪

切管挿し口の白線Ｂの明示

ストッパ、ロックリングの確認

爪、押しボルトの確認（G-Link）

下

トルク確認
押ボルト

本　数
[5]

※４

※５

※１

※２

押ボルト

備               考

トルク確認

共
通

判               定

マーキング（白線）位置の確認※３

8

7

4

5

1

3Ｐ
リ
ン
ク

挿し口挿入量の明示

爪、押しボルトの確認（P-Link）

－滑　　　　　　剤

[5]

清　　　　　　掃

受口面～ゴム輪間隔
（ｂ）※２

全周チェック

管 　内 　確 　認

－

－

管の種類

2

共
通

施　工　月　日

継　　手　　No.

略図　/　ライナ

配 管 図 №

測 点 №

管 種 ・ 呼 び 径

ＧＸ形継手チェックシート【Ｐ-Ｌｉｎｋ･継輪共通】

工 事 名 配管従事者 主任技術者 現場代理人

工 区

様式１４号

－

－

－

[1][3]

－

b寸法の合格範囲
Ｐリンク

300 70～80

2

G-Linkを使用する場合

上

下

右左

（i）一方から順次配管していく場合

（ii）せめ配管の場合

単位mm
呼び径 ℓ1
75 240
100 245
150 265
200 275
250 275

呼び径 合格範囲(mm)
75 54～63
100 57～66
150 57～66
200 63～72
250 63～72

1

継輪

300 305

2

1

2

2

300 135

300 300

ℓ1

白線Ｂの位置

4

4

3

3

5

5

400 150

400 300

400 320

単位mm
呼び径 L'
75 90
100 95
150 110
200 120
250 120

単位mm
呼び径 y1
75 190
100 200
150 240
200 250
250 250



（№　　 ）

継手施工者（    福 山　太 郎　　     ）

判定基準： 挿し口突部の無い挿し口を異形管受口と接合する場合は、G-Linkを使用すること。

受口端面～ゴム輪間隔（ｂ）が表に示す合格範囲内であること。

接合直後にマーキング（白線）位置が全周にわたり受口端面の位置にあるか確認する。
受口端面と押輪またはG-Linkの施工管理用突部との間に0.5㎜以上の隙間がないこと。

一方から順次配管していく場合にはＬ’寸法、せめ配管の場合はｙ1寸法を記入すること。

様式１４号　記入例

ＧＸ形継手チェックシート【Ｐ-Ｌｉｎｋ･継輪共通】

工 事 名
配水管布設工事（○○○-○）

配管従事者 主任技術者 現場代理人

工 区

配 管 図 №
Ｓｅｃｔ1～Ｓｅｃｔ１＋２０

測 点 №

管 種 ・ 呼 び 径 ＧＸ形φ100

共
通

施　工　月　日 ○月△日 ○月△日 ○月△日 ○月△日

管の種類 Ｐリンク 甲切1.5 甲切2.0 継輪

略図　/　ライナ

継　　手　　No. 6 10 －

挿し口突部の有無　※１ 無 無 －

清　　　　　　掃 ○ ○ －

滑　　　　　　剤 ○ ○ －

Ｐ
リ
ン
ク

挿し口挿入量の明示 ○ － [5]

爪、押しボルトの確認（P-Link） ○ － －

受口面～ゴム輪間隔
（ｂ）※２

全周チェック ○ －

[1][3]

1 58 －

2 60 －

3 58 －

4 59 －

5 58 －

6 59 －

7 60 －

8 59 －

本　数 4 －
[5]

トルク確認 ○ －

マーキング（白線）位置の確認※３ ○ －

継
輪

切管挿し口の白線Ｂの明示 － ○

押ボルト

－

ゴム輪、押輪またはG-Linkの確認 － ○ －

ストッパ、ロックリングの確認 － ○ －

受口端面～白線の間隔
（Ｌ’）※５

上 － －

右 － －

左 － －

両挿し口端の間隔
（ｙ1）※５

上 － 200

右 － 200

下 － 200

下 － －

Ｔ頭ボルト 本数 － 4

受口端面～施工管理用突
部の隙間　※４

箇所数 － 4

隙間ゲージ確認 － ○

押しボルト
本数 － 4

共
通

判               定 ○ ○

備               考

※１

※２

※３

※４

※５

トルク確認 －

管 　内 　確 　認 ○

左 －

爪、押しボルトの確認（G-Link） －

－

○

199

○

b寸法の合格範囲Ｐリンク

300 70～80

2

呼び径 合格範囲(mm)
75 54～63
100 57～66
150 57～66
200 63～72
250 63～72

1

継輪

300 305

2

1

2

2

30

300 300

施工月日を記入する。

管の種類（直管・切管等）を記入する。

略図を記入する。

挿し口突部の有無を記載する。

継手Ｎｏ.を記入する。

挿口・受口に付着している異物をきれいに
取り除くことを実施したら○を記入する。

滑剤の塗布を正確に実施したら○を記入する。

切管を使用する際、マーキング（白線）が現地
で明示されていれば○を記入する。(実測値Ｘ)

P-Linkの爪、押しボルトが正常な位置にセッ
トされていれば○を記入する。

接合した継手の全周チェックの結果が良好な
ら○を記入する。
※全周チェックは接合時に必ず実施するもの。

b寸法の合格範囲内の値となる。

押しボルトの本数を記入する。

トルクの確認が出来たら○を記入する。

接合直後にマーキング（白線）位置が全周にわた
り受口端面の位置にあるか確認する。

実測した寸法を記入する。

G-Linkを使用した場合、押しボルトの本数を記入
し、トルクの確認が出来たら○を記入する。

Ｔ頭ボルトの本数及び施工管理用突部の箇所
数を記入する。

ストッパ、ロックリングが正常な位置
にセットされていれば○を記入する。

G-Linkの爪、押しボルトが正常な位置にセッ
トされていれば○を記入する。

切管を使用する際、マーキング（白線B）が
現地で明示されていれば○を記入する。

挿し口突部の無い挿し口を異形管受口と接合す
る場合は、G-Linkを使用する。

実測した寸法を記入する。

押輪・G-Linkの施工管理用突部と受口端面に隙
間がないことが確認が出来たら○を記入する。

確認・実測結果等が良好であれば○を記入する。

水
道

福

山

福
山

4

3

5

管内に異物が無いことを確認したら○を記入する。



　　

―

―

―

―

―

―

1

2

3

4

5

6

7

8

数

ﾄﾙｸ

1

3

5

7

注1)スプリングがある呼び径は900～1500

継手施工者 （　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　年　　　月　　　日

工事名
工　区

配管従事者 主任技術者 現場代理人

判 定

受口－押輪
間隔

（Ｂ）

押輪用ボルト

受口－ゴム輪
間隔

（Ａ）

滑剤

スプリング数
注1)

ロックリング

清　　　掃

継手No.

管　内　確　認

略　　図

配管図No．
測点No．

呼び径・管種

　ＰＮ形継手チェックシート
（様式１５号）

管No.および形状

 １
８

７

６
５

４

３

２

（注）図は接合途中で、
測定時の状態を示す。

【呼び径700～1500】【呼び径300～600】1 2

3

3

矢視
 

矢視

A

 

A

B

1

2



　　

―

―

―

―

―

―

1

2

3

4

5

6

7

8

数

ﾄﾙｸ

1

3

5

7

注1)スプリングがある呼び径は900～1500

122

122

125

125

3

○

○

○

121

　　　　年　　　月　　　日

配管従事者 主任技術者 現場代理人

福
山

水
道

福
山

配管図No．
測点No．

　ＰＮ形継手チェックシート

工事名
工　区

呼び径・管種

管No.および形状 ②直管 ③直管

配水管布設工事（○○○－○）

推進部

ＰＮ形φ350

（　福山　太郎　）継手施工者

略　　図

①NS-PN
受挿短管

継手No. 1 2

○

清　　　掃 ○ ○

スプリング数
注1)

ロックリング ○

滑剤 ○ ○

受口－ゴム輪
間隔

（Ａ）

124 121

124 121

124 122

121 123

125 122

123 123 122

124 123 122

124 122 121

押輪用ボルト

受口－押輪
間隔

（Ｂ）

判 定 ○ ○ ○

（様式１５号）

管　内　確　認 ○ ○ ○

 １
８

７

６
５

４

３

２

（注）図は接合途中で、
測定時の状態を示す。

【呼び径700～1500】【呼び径300～600】1 2

3

3

矢視
 

矢視

A

 

A

B

1

2

接合要領書に従って、管を清掃したら○を記入する。

接合要領書に従って、ロックリングをセットしたら○を記入する。

セットしたスプリングの数を記入する。

接合要領書に従って、滑剤を塗布したら○を記入する。

受口端面からゴム輪までの間隔A（mm）を記入する。

締め付けたボルトの本数（本）を記入する。

締め付けトルクを記入する。

受口－押輪の間隔B（mm）を記入する。 ※全周均等になるよう締め付け。

全てのチェック項目を満足していれば○を記入する。

管内に異物が無いことを確認したら○を記入する。



地元挨拶チェックリスト
着手前 宅内 断水 完成後

地番 所有者・占用者 住所 水栓番号 訪問日 掘削 の 訪問日
時間 許可 連絡 時間

口
径 会った人 会った人



官公庁の休日・夜間等の作業届 
 

  年  月  日  

 

 福山市上下水道事業管理者 様 

 

              所 在 地 

              商号又は名称             印 

              代 表 者 名 

 

 次のとおり官公庁の休日・夜間等の作業を実施したいので，届出します。 

 

工事番号 

工 事 名 

     第    号 

                            工事 

工事期間      年  月  日 ～     年  月  日 

工事場所  

作 業 日      年  月  日（  曜日）   ：  ～   ：   

作業人数       人程度 

作業理由 

 

 

 

 

作業内容 

 

 

 

 

そ の 他 

 

 

 

 

※ 施工位置図（別紙参照） 

※ 緊急時の連絡体制を現場に常備します。 



ゴールデンウィーク 

盆      休暇における工事現場緊急時連絡体制 

年 末 年 始 

 

年   月   日 

 

ゴールデンウィーク 

盆     休暇期間中の緊急連絡体制及び現場保安体制を次のとおり報告します。 

年  末  年  始 

 

 

・ 工 事 名    配水管布設工事（   －   ） 

 

・ 工 事 場 所    福 山 市 

 

・ 受 注 者 

 

・ 現 場 代 理 人 

 

・ 主任（監理）技術者 

 

・ 休 暇 期 間      年   月   日 ～    年   月   日 

 

・ 巡 回 者 

 

 

・ 緊 急 連 絡 先 

名   前 会  社  名 緊 急 連 絡 先 

   

   

   

   

 

・ 現 場 保 安 体 制 



   年   月   日 

町内のみなさまへ 

 

水水道道工工事事ののおお知知ららせせ  
 

この度，みなさまの町内の水道工事を行うことになりました。 

 つきましては，工事中は交通制限や機械の騒音，断水，減水及び赤水などで

ご迷惑をおかけいたします。 

早期完成に向け努力しますので，何卒，ご理解ご協力をお願いいたします。 

 

記 

 

工 事 名   配水管布設工事（○○○－○） 

工事場所   福山市○○○町○丁目  地内（別紙 地図のとおり） 

契約工期   平成  ○○年  ○○月  ○○日 から 

平成  ○○年  ○○月  ○○日 まで 

 

工事期間   平成  ○○年  ○○月  ○○日 から 

平成  ○○年  ○○月  ○○日 まで 

 

交通規制   車両通行止め 

（歩行者及び自転車は交通整理員により誘導します。） 

作業時間   午前９時から午後４時まで（作業時間以外は開放します。） 

 

施工業者   ○○○○○水道会社㈱    ℡084-000-0000 

夜間 ℡084-000-0000 

現場代理人  ○○○○○ 

 

発 注 者   福山市上下水道局○○○課 ○○担当 ℡ 084-000-0000 

夜間 ℡ 084-928-1517 

そ の 他  ・交通整理員を配置し，交通の円滑と事故防止に努めます。 

・断水については，日程が決まり次第，事前に連絡いたします。 



裏面 給水管についての説明       

               

2021 年(令和 3 年)  月  日 

水道ご利用のみなさまへ 

福山市上下水道局 

工務部○○○○課 

 

水道工事に伴う宅地内掘削のご承諾について(お願い) 

 

この度の水道工事に，ご理解ご協力をいただきまして有難うございます。 

先日，ご案内させて頂きました水道工事に伴い，新しい給水管に切り替える工事を

行うために，宅地内の掘削のご承諾をお願いします。 

 特に年数が経過した給水管は，漏水や断水の危険性が高まりますので，この機会

に給水管を布設替えさせて頂きますようお願いします。 

工事については，大変ご迷惑をお掛けしますが，本復旧(完成)するまでの間，ご

寛容の程お願いします。 

 

 

工 事 名  配水管布設工事（○○○－○） 

 

工事場所  福山市 ○○○町○丁目 地内 

 

受注業者  ○○○○○水道会社㈲          ℡ 084-000-0000 

現場代理人  ○○ ○○ 夜間･休日 ℡ 084-000-0000 

 

発 注 者  福山市上下水道局 ○○○○○課     ℡ 084-000-0000 

○○○○担当 ○○    夜間･休日 ℡ 084-928-1517 

 

 

宅地内の掘削を承諾します。 

 

      年   月   日 

 

住所：                       

 

名前：                  ㊞    

 

※宅内掘削後の復旧は，原形復旧（ただし，コンクリート・アスファルト・土のい

ずれか）となります。なお，コンクリート・アスファルトで復旧する場合，色味が

違うこと・継ぎ目ができることはご了承ください。 

  



１．給水管は個人の財産です。 

 局配水管からの分岐箇所（分水栓）から個人の財産となります。 

 

２．給水管の修繕や配水管布設工事の給水管切替について 

 給水管が漏水した場合，または配水管布設工事の給水管切替について公道部分は，局負

担で行います。宅地内については，官民境界から１ｍ程度までは，宅地内掘削の承諾を頂

いた場合，局負担で給水管を布設替えします。 

ただし，宅地内の復旧で樹木，タイル舗装等局で復旧できない場合もあります。詳しく

は，工事担当課へ問い合わせください。 

 

３．鉛製給水管について 

 福山市では，１９８１年（昭和５６年）以降に鉛製給水管を使用していません。しかし，

それ以前に建築された建物及び水道工事をされた場合は，配水管からご家庭に引込まれて

いる給水管として使用されている可能性があります。 

鉛製給水管は通常の使用状態では全く問題はありませんが，朝一番や長時間水道をお使

いにならなかった場合，鉛の濃度が高くなることがあります。念のためバケツ一杯程度を

トイレ・散水など飲み水以外に使用されることをお勧めします。 

また，鉛製給水管は布設後，経年劣化をしており漏水のリスクが高まっていますので，

局が行う給水管の布設替えや家の増改築の際に，鉛製給水管の取替えをご検討ください。 



水道工事のため，次のとおり断水いたします。 

大変ご迷惑をおかけいたしますが，ご協力をお願いいたします。 

 

○○月 ○○日（○） ○○時○○分 から 

○○月 ○○日（○） ○○時○○分 まで 
※断水終了時間は工事の状況により多少前後する場合があります。 

 

断水開始前，断水時間中にご注意いただくこと 

○断水に備えて飲み水などを事前に“くみ置き”してください。 

○断水時間中は必ず蛇口を閉めてください。 

 万が一ご使用されますと，“にごり水”により機器（トイレ・給湯器（エコキュート等）・

浄水器等）が故障する場合があります。 
 

断水終了後の水を使用される時にご注意いただくこと 

○はじめに“にごり水”や“空気”が出ることがありますので，トイレ・給湯器・浄水器“以外”

の蛇口で異常がないことを確認してから使用してください。 

 しばらく（２〜３分程度）水を流していただくことで，きれいになります。 

 （水が“白くにごる”ことがありますが，空気と水が混じったものです。） 

 きれいにならない場合は，上下水道局へご連絡ください。確認に伺います。 

【受注者】 

会社名 ○○○○水道(有) 

現場代理人 ○○ ○○ 

TEL 084−000−0000 

TEL 084−000−0000（夜間・休日） 

【発注者】 

福山市上下水道局 ○○○○○課 

○○第○担当 

TEL 084−000−0000 

TEL 084−928−1517（夜間・休日） 
  

断水の予定時間（時間の表示は 24 時間表示です） 



水水道道工工事事完完成成ののおお知知ららせせ  

 

○○○○建設株式会社 

 

 

平素から水道事業の施工について，多大なるご理解とご協力を賜り，誠にありがとう

ございます。 

さて，福山市上下水道局発注の水道工事の 配水管布設工事（○○○－○） 

につきましては，みなさまのご理解とご協力により，○○年○○月○○日 をも

ちまして完成しましたので，お知らせいたします。 

 工事期間中は，大変ご迷惑やご不便をおかけしたことをお詫びいたします。 

なお，このたびの工事に関する問い合わせなどの連絡先は，次のとおりとなりますの

で，よろしくお願いいたします。 

 

 （連絡先） 

   受 注 者                         

   住  所                         

   電  話                         

 

   発 注 者   福山市 上下水道局 工務部 ○○○○課 

          電話 ０８４－○○○－○○○○ 



埋戻し土貫入試験結果報告書（土研式）
（　改　　良　　土　）

番号
工事名

試験者 立会者 試験年月日 年 月 日

試験結果

貫入部 打撃回数 貫入部 打撃回数 貫入部 打撃回数

1 回 10 回 19 回

2 回 11 回 20 回 1 10cm

3 回 12 回 21 回 2 10cm

4 回 13 回 22 回 3 10cm

5 回 14 回 23 回

6 回 15 回 24 回

7 回 16 回 25 回

8 回 17 回 26 回

9 回 18 回 27 回

25 10cm

土被り 試験区間 試験回数 26 10cm

27 10cm

管上

20cm

※　試験対象深度については，改良土埋戻し天端より管上20㎝の範囲で

　実施し，試験区間全体に必要な個所数を算出の上，

　全箇所の試験を行うこと。 砂基礎

【試験状況が十分に確認できる写真を添付すること】

cm

試
験
区
画

舗装部
(T)

貫
入
部
は
各
1
0
㎝
毎

cm 回

値=(土被り)-T-20 値=(試験区間)/10

試験スパン位置図



 配管図

使
用
材
料

工 事 日 報

受 注 者 名

工 事 名 工 事 場 所

名  称 規 格 単位 数 量

天 候施工年月日

工  種 細     別
施 工 内 容 勤 務 状 況 使 用 機 械

名 称 名 称 数 量数 量

担 当 監 督 員
次 ⻑ 又 は
主 任 監 督 員

現 場 代 理 人 主 任 技 術 者

名  称 規 格 単位 数 量


